








表 2. アカイカ 170°E 以東の秋生まれ群の MSY レベル

図 7. 調査流し網による 2006 ～ 2012 年における 7 月のアカイカの分布と量
（赤丸は CPUE：流し網 1 反当たりの漁獲尾数）各図の背景は 7 月中旬における表面水温

図 10.  中層トロールで採集された未成熟のアカイカ秋生まれ群と
考えられる加入群（外套長 30 cm 未満）の分布と密度（1 時間あた
りの採集尾数、青は雄、赤は雌）と調査時期における海表面水温分布。

図 11.  商業流し網時代の秋生まれ群の逃避率とプロダクションモ
デルによる相対漁獲係数の経年変化（Ichii et al. 2006）

図 8. 調査流し網によるアカイカ CPUE（10 反当たりの採集された
秋生まれ群とみなされる外套長 34 cm 以上の採集尾数）とアカイカ
水揚げから換算した商業漁獲量（4 ～ 9 月にかけての全漁連集計水揚
値から原魚換算）との間の関係。黒丸（○）は 1993 ～ 2011 年まで
の関係赤丸（●）は近年 2006 ～ 2011 年にかけての関係を示した。

図 9.  7 月の調査流し網で採集された冬春生まれ群アカイカ調査 CPUE と
翌年 1 ～ 3 月に漁獲されるアカイカ商業漁獲の CPUE との関係。2006 年
から調査を開始した調査ライン 144°E 及び 155°E の 7 月の調査 CPUE
値（冬春生まれ群とみなされる外套長 34 cm 未満の採集尾数）と商業漁獲
の CPUE 値（全漁連集計の翌年 1 ～ 3 月にかけての水揚原魚換算値を出
漁隻数で割った値）との間の重回帰分析による。縦棒は 95% 信頼区間。
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一方、170°E 以西の冬春生まれ系群については、2000 ～
2005 年の中国のいか釣漁業データを用いて除去法に基づき
資源評価がされ、適正漁獲量（相対逃避率 40%）は 8 ～ 10
万トンと推定されている（Chen et al. 2008b）。しかし、1994
年以降、北太平洋において中国による漁獲量が急増し、1995
年以降毎年およそ 10 万トンの漁獲をあげている（Chen et 

al. 2008a）。
前述したように、中国による秋生まれ群の漁獲についての

詳細は報告されておらず、冬春産まれ群と合わせたアカイ
カの漁獲量はかなりの量に達すると考えられ（上野 ･ 酒井 
2010）、アカイカの資源水準の低迷と中国との漁獲の関係に
ついても詳細な調査が必要である。
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アカイカ（北太平洋）の資源の現況（要約表）

資 源 水 準 低　位

資 源 動 向
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（中国の不明イカを除く FAO 秋生ま
れ群及び冬春生まれ西部系群の推計）

我 が 国 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

0.7 ～ 4.2 万トン、平均 1.8 万トン
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（全漁連水揚げ統計の原魚換算）

管 理 目 標
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